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第第第第２２２２回   陶芸回   陶芸回   陶芸回   陶芸をををを体験体験体験体験しようしようしようしよう！！！！ 【【【【講師講師講師講師】　】　】　】　奥田 健一 奥田 健一 奥田 健一 奥田 健一 先生先生先生先生

先生による説明↓

　陶芸教室『陶芸を体験しよう！！』を開催しました！！
今回参加者の皆さんには、事前に何を作りたいか考えてきてもらいました。
参加者のほとんどが陶芸初心者だそうです★
作業に入る前に、講師の奥田 健一先生に作業過程を実演をもとに説明をしていただきました。

　①器の底の部分を作る。
　　適量の土を取り、丸いボールを作ります。
　　新聞紙を引いた台の上にのせ、少しずつ手の平を使い平らにしていく。
　　少し大きめに作るのがコツです。（焼くと少し小さく出来上がるため）
　　※今回は、初心者の方のための陶芸教室なので、あらかじめ空気を抜いてある土を使用しました。
　　 （この土を使うことで、素焼きをした際にヒビが入りにくくなるそうです。）
　②帯状のひもを作る。
　　帯状のひもをつくり、①で作った底の部分（きわ）に１段１段重ねていく。
　　お皿を作る場合は、１回重ねるだけ。
　　湯のみ・花瓶など、高さがあるものは、２回・３回とひも状の土を重ねていく。
　③器の厚さを整える。
　　②を少しずつ指先で上へ上へと順々に厚さを整えていく。
　　少し厚めに作るのがコツです。（焼くと少し薄く出来上がるため）
　
　
　④作品を乾燥させる。（１週間ほど）後日もう一度来ていただき、絵付けをしていただきます。
　⑤素焼き
　⑥絵付けの前の下準備
　　完全に作品が乾いてから、表面の凹凸をなくすため、紙ヤスリで整え最後に水を含んだスポンジで
　　表面に付いたゴミをふき取る!！
　⑦絵付け
　　えんぴつで下書きをしてから、絵の具（陶芸用）で着色開始!!
　　※色を塗る時、何度も塗り直すとその部分だけ厚くなって、焼いたときにヒビがはいるので注意!!
　　※えんぴつの跡は、焼くと消えてしまいます!!
　⑧釉薬をつけ焼いて完成！！

作業開始↓

作業再開↓

先生による説明↓

今回今回今回今回はここまではここまではここまではここまで

参加者の完成した一部です!!
　　　ブタさんの顔がインパクト大!!


